
社会実装に向けた研究開発の考え方

国際競争の領域

核融合技術の
他分野への波及

Ⅰ核融合炉のコアとなる技術開発

Ⅱ
他の分野から

既存/新規技術の統合

●今後、核融合発電を国内外における社会インフラとして確立するためには、
Ⅰ 核融合炉のコアとなる技術開発
Ⅱ 他の分野から既存/新規技術の統合
Ⅲ 核融合技術の他分野への波及
の３つの流れを意識した戦略が必要。
●Ⅰ～Ⅲの検討を行うにあたり、地政学的な国際競争の状況を意識することが必要。

基礎技術開発
（大学、研究機関）

コア技術開発
（ITER計画, BA活動）

技術実証
（原型炉（発電炉））

Ⅲ
●医療分野
超伝導線、超伝導コイル
電磁力による影響解析技術
・医療用MRI高性能化
・粒子線がん治療装置開発
・核磁気共鳴装置の開発

●資源・エネルギー分野
リチウム回収技術、金属精製技術
・リチウム資源循環促進、
製造コスト低下

・省エネとCO2排出抑制へ貢献

●大型構造物の製作技術
超精密加工技術
・海洋船、ロケットの製作に応用
・大型実験施設への活用

●AI解析、シミュレーション、大量データ通信
●量子コンピュータ
●発電、送電
●炉工学
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